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世の中には 2種類の方程式がある．解ける方程式とそうでない方程式だ．そして解けるも

のはそうでないものよりも遥かに少ない．

なぜなら５次よりも高次な方程式たちは一般には解の公式を持つとは限らないのだか

ら．．．この小学２年生でも知っている有名な事実は１８世紀末に Ruffiniが証明し，後にそ

の欠陥を Abelが修正した．そして今日，Abel-Ruffiniの定理の名で知られている．

しかし，かの Evariste Galoisは後の数学及び物理に決定的な影響を与えてしまうことに

なる概念，”群”を導入することでこの定理に洗練された別証を与えた．彼は今日 Galois対

応と呼ばれる，体の Galois拡大とその拡大の対称性を記述する Galois群との間の一対一対

応を構築し，そして方程式の可解性の問題を，対応する体拡大，更に Galois群の可解性に結

びつけて論じたのである．これがいわゆる Galois理論と呼ばれるものの起こりである．人

類が対称性の正体を数学的に取り扱うようになった，第一歩であった．

現代において Galois的方法論は深く浸透しており，被覆空間とその上のデック変換群の

間の Galois対応や，これらをより一般化した圏論的枠組みで扱おうとする Galois圏の理論

などが有名である．今回のセミナーでは，この現代数学上非常に重要な Galois理論の紹介

を行う．

．．．と，思った？

今回のセミナーでは非線形波動であり，浅い水面波のモデルの一例として知られている

KdV 方程式について考察する．つまり，非線形偏微分方程式である KdV 方程式がの解た

ちが，Fermionic Fock spaceへの，あるアファイン Lie環に対応する群 Gの作用による真

空の G軌道を Boson-Fermion対応で Bosonic Fock spaceへと写したもので尽くされてい

る事を見，時間があればその解空間が見事な幾何的構造を持つことを可能な限り平易に紹介

する．
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